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ツで地域の交流深めるスポー
第
二
十
七
囲

時
民
体
育
祭

八
月
十
八
日
、
中
央
公
民
館
主
催
の
第

二
十
七
回
町
民
体
育
祭
が
、
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
八
会
場
で
、
五
種
目
九
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
育
祭
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
体

力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目
的
に
、

成
人
、
婦
人
、
お
年
寄
り
な
ど
町
民
総
参

加
に
よ
っ
て
地
域
の
連
帯
と
融
和
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
出
場
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
爽
快
な
汗

を
流
し
な
が
ら
、
地
域
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
チ
l
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

一
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
}
白
滝
二
部
)
、
大

和
(
一
一
部
)
{
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一
黒
田

(
男
子
一
部
)
、
櫛
生
(
男
子
二
部
)
今

坊
(
婦
人
)
{
ク
口
ッ
ケ
i
一
櫛
生
(
一

般
)
、
大
和
(
老
年
一
部
)
、
豊
茂

A

(
老
半
二
部
)
{
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
一
今
坊
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典支lZ:
刀て

唱-

7埠 の

きととひの冨
長
浜
の
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
海
の
祭

典
」
が
、
八
月
三
・
四
円
の
二
口
問
、

海
の
祭
典
実
行
委
員
会
(
東
古
成
会
長
)

a

町
づ
く
り
委
員
会
(
岡
孝
志
会
長
)

の
、
王
催
に
よ
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。連

日
の
厳
し
い
暑
さ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
長
浜
海
水
浴
場
を
中
心
と
し
た
各

会
場
に
は
、
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、

楽
し
い
長
浜
の
夏
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

(
敬
称
時
)

で連

熱唱する出演者子供たちも踊り大会に参加 f
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たし
ヒこ侍

巳コ過で

一一 一 ー 海の祭典表彰

辺題

王
の
女

国
と

王
王

り
国

がん

砂
の
膨
刻

支企式
早多

小
o

中
晶
子
生
の
部

一
長
浜
町
長
賞
}
い
か
り
(
出
海
小
学

校
)
{
教
育
長
賞
}
リ
ト
ル
フ
ァ
ン
タ

爺
(
長
浜
中
学
校
)
{
議
長
賞
一
わ
れ

ら
芸
術
家
パ

1
ト
1
(
長
浜
小
学
校
)

一
愛
嬢
新
聞
社
長
賞
一
笑
う
セ
ー
ル
ス

マ
ン
(
長
浜
小
学
校
)
{
「
ク
リ
ー
ン

肱
川
」
大
賞
一
ヨ
ッ
シ

i
(
喜
多
灘
小

学
校
)
一
実
行
委
員
会
長
賞
}
い
か

(
豊
茂
小
学
校
)
一
町
づ
く
り
委
員
会

長
賞
}
石
の
友
達

(
大
和
小
学
校
)
{

観
光
協
会
長
賞
一
出

石
寺
の
弘
法
大
師

(
白
滝
小
学
校
)

高
校
。

一
般
の
部

一
長
浜
町
長
賞
一
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ

l

ラ
イ
オ
ン
(
農
業
後

継
者
協
議
会
)
一

N

H
K
松
山
放
送
局
長

賞
一
白
滝
(
長
浜
高

校
美
術
部
)
{
南
海

表

砂の彫刻の入賞者たち

放
送
賞
}
流
(
大
洲
高
校
・
徳
田
明
仁
)

一
愛
媛
放
送
賞
一
カ
ン
チ
ャ
ン
(
長
浜

郵
便
局
)

長
浜
ス
カ
イ

サ
ー
キ
ッ
ト
引

一
第
一
位
一
崎
山
和
弘
(
広
島
県
)

一
第
二
位
一
近
森
隆
志
(
高
知
県
)

一
第
三
位
一
上
甲
弘
司
(
愛
媛
県
)

一
第
四
位
一
岩
瀬
達
夫
(
徳
島
県
)

一
第
五
位
一
和
田
武
勝
(
愛
媛
県
)

{
第
六
位
}
船
越
章
弘
(
愛
媛
県
)

釣
り
大
会

般

の

部

{
一
位
一
武
田
守
(
長
浜
・
マ
ゴ
チ

日・

5
叩
)
一
二
位
}
〈
居
橋
保
(
長
浜
・

マ
ゴ
チ
的
・

8
咽
)
{
三
位
}
尾
崎

折
口
弘
(
沖
浦
・
ク
ロ
ダ
イ
叫
・

8
佃)

一
四
位
一
野
村
伸
次
(
下
須
戒
・
ス
ズ

キ
却
・
1
佃
)
{
五
位
}
津
田
初
男

(
豊
茂
・
ク
ロ
ダ
イ
訂
。

0
咽)

婦
人
o

少
年
の
部

{
一
位
一
馬
場
有
介
(
沖
浦
・
ア
イ
ゴ

沼
・
1
叩
)
{
二
位
}
…
呂
田
昌
彦

(
下
須
戒
・
ク
ロ
ダ
イ
幻
・

5

叩
)

一
三
位
]
平
野
竜
二
(
五
十
崎
町
・
メ

河え

パ
ル
お
・

2

叩
)
{
四
位
]
(
呂
田
裕

司
(
下
須
戒
・
キ
ス
お
・

3
叩
)
{

五
位
一
一
平
野
啓
子
(
五
十
崎
町
・
ア
ジ

m
-
O
佃

)

宝

ま

霊

{
特
賞
}
池
田
洋
平
(
兵
庫
県
)

一
一
等
}
山
田
宗
徳
(
大
洲
市
)
マ
林

田
佳
奈
子
(
長
浜
)
マ
福
本
昌
弘
(
松

前
町
)
一
二
等
一
亀
岡
洋
志
(
中
山
町
)

マ
大
塚
一
(
松
山
市
)
マ
羽
柴
有
起

(
大
洲
市
)
マ
福
田
富
夫
(
松
山
市
)

マ
一
一
宮
和
久
(
沖
浦
)

ノグ耳鳴

d

喝
宝
ま
き
の

入
賞
者
た
ち

こ
ん
が
り
王
国

チ
ビ
ッ
コ
「
こ
ん
が
り
L

大
会

釣り大会の入賞者たち

男

子

一
国
王
一
武
田
拓
郎
(
長
浜
)

一
一
一
位
一
日
山
圭
介
(
久
万
町
)

{
三
位
}
武
田
大
輔
(
長
浜
)

女

一
女
王
一
矢
野
あ
ゆ
み
(
松
山
市
)

一
一
一
位
一
日
山
良
江
(
久
万
町
)

{
三
位
一
山
本
綾
(
長
浜
)

子
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年金関係・人権作文 e お知らせ一一

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金

保
険
料
の
追
納
制
度

保
険
料
の
追
納
は
、
経
済
的
に
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
保
険

料
の
免
除
を
受
け
て
い
た
被
保
険
者
が
、

そ
の
後
資
力
を
回
復
し
た
場
合
に
、
免

除
を
受
け
た
期
間
分
の
保
険
料
を
納
付

し
て
、
将
来
、
よ
り
有
利
な
年
金
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
優
遇
措
置
で
す
。

保
険
料
の
追
納
は
、
被
保
険
者
ま
た

は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
が
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
、
旧
国
民
年
金
の
老
齢

年
金
、
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
権
者
が

追
納
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

四
年
生
に
な
っ
て
、
お
母
さ
ん
と

思
い
出
話
を
し
ま
し
た
。
私
は
、
二

年
生
の
と
き
に
ク
ラ
ス
の
女
の
子
に

い
じ
め
ら
ま
し
た
。
私
は
何
も
し
て

い
な
い
の
に
わ
る
口
を
言
わ
れ
た
り
、

け
つ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
初
め
は
、

が
ま
ん
し
て
い
た
け
れ
ど
、
ど
う
し

て
も
が
ま
ん
が
で
き
な
く
な
っ
て
お

母
さ
ん
に
も
先
生
に
も
言
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
先
生
が
、
そ
の
子
た
ち
を

よ
ん
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、

も
う
こ
れ
で
い
じ
め
ら
れ
な
く
な
る

の
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
子
た
ち
は
、
私
の
と
こ
ろ
へ
き

て
「
パ
カ
」
と
一
一
百
っ
て
私
の
足
を
け

つ
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
と
き
、

ん。
追
納
で
き
る
期
間
は
、
過
去
十
年
以

内
の
期
間
の
全
部
ま
た
は
一
部
で
、
一

部
を
追
納
す
る
場
合
は
、
追
納
す
る
月

を
任
意
で
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
追
納
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
追
納
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
「
同
民
年
金
保
険
料
追
納
申
込
書
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

度

医
薬
品
は
、
人
の
健
康
の
保
持
増
進

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
使

用
に
あ
た
っ
て
万
全
の
注
意
を
私
っ
て

きめそ俊一と「母と心んり「のきかと
た を れ も 悲でさ言配ほ話あこまえて
六しはねしもんいだりものとしつも
年たねらかねはまっししこをたてく
生こ、れつ 0 、したてなろ思。かや
のと A んた お た し い い は い お らし

おモミ i:す 4ぞて K6TYZ4
ち近んいがん のかおい之てんさ
や所がなあは あっ母つ、 も ん悲

んに反?っ、 と交さも在 、にし
に転士、JI:eたも 、ょんし、 そ言く

EF12んつ お J もよ f EJ長
よよ

校てじ o 0・E窟胃珊R掴ま きなに

も
、
副
作
用
の
発
生
を
防
止
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
副
作
用
に
よ
る
健
康
被
害

(
入
院
を
必
要
と
す
る
程
度
の
疾
病
又

は
障
害
、
死
亡
)
が
発
生
し
た
場
合
に

医
療
費
、
医
療
手
当
、
障
害
年
金
、
障

害
児
養
育
年
金
、
遺
族
年
金
、
遺
族
一

時
金
及
び
葬
祭
料
の
諸
給
付
を
行
い
、

こ
れ
に
よ
り
健
康
被
害
者
の
救
済
を
図

ろ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
救
済
制
度
で

す。
な
お
、
制
度
の
し
く
み
を
解
説
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
及
び
請
求
用
紙
を
無
料

で
お
送
り
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

済
・
研
究
振
興
基
金
、
総
務
部
企
画
課

相

談

係

〒

一

七

O

東
京
都
豊

島
区
東
池
袋
三

i
一

一

宮

O
一
二
|

三
九
八
八
l
一一一

O
一
ま
で

生
の
く
せ
に
」
と
か
『
も
と
の
と
こ
ろ

に
帰
り
や
」
と
か
言
っ
て
そ
の
お
姉
ち
ゃ

ん
を

A
ち
ゃ
ん
た
ち
が
い
じ
め
た
ろ
。

自
分
が
い
じ
め
ら
れ
て
、
悲
し
い
思
い

を
し
て
い
る
の
に
そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
、

瞳誕盟主轟且謹監墨田

お
母
さ
ん
と
の

や
く
そ
く

他
の
人
に
も
す
る
な
ん
て
、
悲
し
い
思

い
を
知
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
ど
う

し
て
他
の
人
に
も
す
る
ん
だ
ろ
う
と
お

母
さ
ん
は
、
と
っ
て
も
悲
し
か
っ
た
ん

よ
o

A
ち
ゃ
ん
に
「
ど
う
し
て
、
い
じ

愛
媛
県
は
離
島
が
多
く
海
岸
親
が
長

い
た
め
、
密
航
者
の
格
好
の
上
陸
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
怪
し
い
船
や
人
の

発
見
、
通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

...，. 
<-

ん

な

人

O
海
岸
の
岩
や
洞
穴
、
草
む
ら
に
瀞
ん

で
い
る
者
。

O
海
岸
や
そ
の
周
辺
で
、
外
国
な
ま
り

の
あ
る
言
葉
で
道
順
や
駅
な
ど
を
尋
ね

る
者
。

O
暗
い
海
岸
で
音
を
出
し
た
り
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
や
懐
中
電
灯
な
ど
で
海
上

に
向
か
っ
て
連
絡
し
て
い
る
者
。

O
景
勝
地
で
も
な
い
の
に
海
岸
や
港
を

撮
影
し
た
り
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
者
。

め
た
ん
。
』
と
聞
い
た
ら
、
「
わ
た
し
も
、

言
わ
ん
か
っ
た
ら
私
が
い
じ
め
ら
れ
る

も
ん
o

」
と
い
っ
た
の
で
、
ま
た
び
っ

く
り
し
た
ん
よ
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
、
お
母

|
」
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
そ
の
お
姉
ち
ゃ

校
生
一
ん
の
家
へ
あ
や
ま
り
に
も
行
つ
た

一
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

学

主

今

に

な

っ

て

考

え

て

み

る

と

、

小
四
一
私
は
、
白
分
が
み
ん
な
に
の
け
も

ー
」
の
に
さ
れ
る
の
が
こ
わ
く
て
、
お

姉
ち
ゃ
ん
に
い
じ
わ
る
を
言
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考

え
て
お
姉
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
を
思
い
や
っ

て
あ
げ
て
な
か
っ
た
私
は
、
弱
虫
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

O
魚
釣
り
ス
タ
イ
ル
な
の
に
革
靴
を
履

い
て
い
た
り
、
不
自
然
な
身
な
り
を
し

て
い
る
者
。

包，
ιー

ん

な

船

O
船
名
や
登
録
番
号
を
消
し
、
暗
く
て

人
気
の
な
い
海
岸
に
接
近
し
よ
う
と
し

て
い
る
船
(
ボ

l
ト
)
。

O
無
灯
火
で
航
行
し
て
い
る
船
。

O
日
本
船
名
だ
が
船
名
板
の
取
り
付
け

方
が
お
か
し
く
、
漁
船
に
似
て
い
る
が

漁
具
が
な
く
船
脚
が
異
常
に
速
い
船
。

O
島
影
に
隠
れ
る
よ
う
に
停
泊
し
て
い

る
船
で
、
地
元
の
漁
船
が
近
づ
く
と
離

れ
る
船
。

O
沖
で
停
泊
し
、
人
を
乗
せ
換
え
て
い

る
船
。こ

ん
な
人
、
こ
ん
な
船
を
み
つ
け
た

ら
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
派
出
所
ま
た

は
駐
在
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

今
は
、
も
う
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
、

「
こ
の
ご
ろ

A
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
明

る
く
な
っ
て
い
て
い
つ
も
元
気
そ
う

だ
か
ら
、
う
れ
し
い
ん
よ
。
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
じ
め
ら
れ
る
の
は
と
っ
て
も
さ

み
し
く
て
悲
し
い
こ
と
で
す
。
私
は
、

何
度
も
何
度
も
な
き
ま
し
た
。
で
も
、

い
じ
め
る
こ
と
も
い
け
な
い
こ
と
で

す
。
他
の
人
に
悲
し
い
思
い
や
、
つ

ら
い
思
い
を
さ
せ
る
こ
と
は
い
け
な

い
こ
と
で
す
c

「
ぜ
っ
た
い
せ
ら
れ
ん
よ
。
」

「
う
ん
。
」

お
母
さ
ん
と
や
く
そ
く
し
ま
し
た
。
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亙
国

一国一

扇
風
機
倒
れ
ば
牛
の
目
を
細
め

坂

田

ス

ミ

子

沙
汰
無
き
は
健
な
る
証
大
暑
か
な

上

田

孝

子

H
白
滝
俳
句
会
日

吹
き
上
ぐ
る
胤
を
足
下
に
滝
涼
し

上

同

正

人
誌
に
生
き
て
繰
香
花
火
か
な

都
内
来
い
ち
子

散
策
路
柱
き
も
帰
り
も
露
涼
し

一

宮

菊

枝

滝
川
の
瀬
台
に
競
ふ
河
鹿
か
な

上

回

ミ

ツ

子

ヒ
輸
に
土
瓶
ふ
き
を
り
悔
川
の
土
間

木

村

悦

子

新
涼
や
夜
風
に
触
る
る
湯
浴
み
あ
と

上

回

ス

ミ

眼
科
医
へ
重
た
き
足
を
夏
の
道

岡

野

ノ

ブ

コ

炎
ほ
や
上
が
り
枢
の
脂
を
拭
く

青
木

社
会
保
険

出
張
相
談
の
お
知
ら

松
山
商
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

月
二
回
、
社
会
保
険
の
出
民
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

厚
ル
年
余
ヤ
国
民
年
金
に
つ
い
て
相

談
3
れ
た
い
方
は
、
お
気
軒
に
ご
利
用

〈
だ
さ
い
〕

一
日
時
一
九
月
九
日
(
午
前
九
時
j
正

午
)
・
九
月
一
一
十
日
(
午
前
十
時
i
午

後
四
時
)

一
場
所
一
長
浜
町
商
工
会

禎
子

一一一一一文芸。お知らせ・当直医

部

pi~内
輔

十

月

を

「

犬

の

危

害

防

止

対

策

推

進

軍

i
1メ
戸
、
d

月
間
」
と
し
一
¥
犬
の
た
叫
ん
し
い
飼
い

一
雲
仙
普
賢
盈
火
山
災
害
義
援
金
の
お
札
一

日

赤

長

浜

分

区

一

長
浜
町
共
同
募
金
会
一

一
長
崎
県
雲
仙
普
賢
吾
火
山
災
害
に
よ
る
彼
災
者
の
方
々
を
援
助
す
る
た
め
、
一

一
六
月
二
十
四
日
か
ら
七
月

-
H
ま
で
、
役
場
窓
い
と
弁
連
絡
所
に
羨
ほ
金
箱
一

一
を
設
置
し
、
義
援
金
の
受
付
を
行
い
ま
し
た
ハ
そ
の
結
果
、
七
十
四
万
九
千
↑

一
七
行
九
卜
九
刊
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
日
赤
愛
媛
県
支
部
と
愛
媛
県
共
同
一

一

募

会

会

へ

送

金

し

ま

し

た

。

一

一
名
万
一
向
の
方
々
か
ら
温
か
い
多
く
の
義
援
金
の
協
力
に
、
心
か
ら
厚
く
お
一

一

札

を

申

し

上

げ

ま

す

。

一

方
の
啓
発
、
町
犬
の
斉
掃
討
を
実
施

し
、
た
に
よ
る
危
ん
告
の
発
生
防
止
を
図
っ

て
い
ま
す
。

犬
飼
い
の
七
訓

①
安
易
な
気
持
ち
で
飼
う
な
、
死
ぬ
ま

で
飼
う
覚
悟
を

②
運
動
、
散
歩
は
ヒ
一
そ
つ
き
で

①
「
フ
ン
一
の
始
ぶ
は
飼
い
主
の
費
仔

一
前
あ
な
た
に
は
愛
犬
で
も
、
他
人
に
は

邪
魔
も
の

伽
ザ
愛
い
子
犬
も
、
末
に
は
猛
犬

⑥
安
易
な
同
情
、
卜
八
害
の
も
と

⑦
子
供
に
も
、
ん
の
正
し
い
飼
い
方
教

育
を障

害
者
雇
用
継
続

助
成
金
制
度

こ
の
制
庄
は
、
企
業
が
中
途
障
害
者

(
在
籍
中
に
労
働
災
害
、
交
通
事
故
、

疾
病
等
の
原
同
で
障
害
者
に
な
っ
た
方
)

の
一
雇
用
を
継
続
す
る
た
め
、
作
業
施
設
、

設
備
の
改
善
や
必
要
に
職
場
適
応
措
置

を
行
う
場
合
、
企
業
に
助
成
金
が
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
助
成
金
の
種
類
及
び
支
給
額
一

月 日 当直医院 電話番号

9/15 清水医院 52~2883 

9/16 米川医院 52~0165 

9/22 : 岡田医院 52~0639 
トー

9/乙3 菊地医院 52~0209 

9/29 門屋医院 52~0202 

10/6 石村病院 52~0275 
ト一一一一

{診療]救急患者の方のみ

[受付]午前10: OO~fj 後5: 00 

闇原則として往診は致しません。

院医
一+--
l且当

犬は、つないで、飼いましょう f

①
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助

成
金

第
一
種
施
設
や
設
備
の
設
置
、
整

備
に
要
す
る
費
用
の
限
度
額
ほ
一
人
に

つ
い
て
四
百
五
十
方
刊

第
二
種
施
設
や
設
備
の
賃
借
に
要

す
る
費
用

②
重
一
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成

んム

重
度
中
途
障
害
者
一
人
に
つ
い
て
、

月
一
二
万
円
(
年
三
十
六
万
円
)
一
-
一
か
年

一
申
請
期
限
一
中
途
障
害
者
が
職
場
復

帰
し
た
日
か
ら
一
一
一
か
月
以
内

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
ほ
く
の
公
共

職
業
安
定
所
ま
た
は
、
(
社
)
愛
按
県

心
身
障
害
者
一
属
加
促
進
協
会
宮

(
O

八
九
九
)
コ
二
七
二
二
一
ま
で

。周拡

「労働保険適用

促進月間Jです!

事業主の背さん、従業員を 人でも

使用している場合は、労働保険(雇用

保険+労災保険)に加入しなければな

りません。

まだ加入されてし、ない事業主のプJは、

今すぐ加入の手続をしましょう。

詳しいことは、お気軽に安定所まで

ご相談くだきい。

ハローワーク大洲
(大ij十i公共職業安定所j

ft 24-3191 
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衛 生 関 係

園圃閤

豊かな暮らしのために 場え1ま地吉宗規模で
行動怯属完から

町では、燃やすごみ・燃やさないごみの区分を次表のようにしています。

いま一度、表を参考に分別の徹底をお願いします。

特に、柔らかいプラスチック類で卵や豆腐の容器、洗剤やジュースの容器は、燃やすごみとして出

してください。

分 B日 区 分 I*J 
口合ぞ事 出 し 方

燃やすごみ 台所ごみ 料理く討他ず人も、残飯、茶がら、 果物くず、
貝・卵など じようぶなナイロン袋かダ

観基
紙くず

ちり紙、紙パック、タバコの吸いが
ンボール箱などに入れて各らなど

布くず 布きれ、繊維、糸くず 区の収集箇所へ出してくだ

木くず 木ぎれ、こわした木製家具など さい。

履物類
ゴム、皮ぐっ、サンダル、スリッパ

- 60回一路グ
など

卵・豆腐の食品容器、ポリ・ピニー

傘翠主 柔らかいプラ ル袋泡、 テープ・ひも剤類、 紙おむつ、
スチック類 発η合モー スチロール、洗 ・ジュースの

こわした木製家具 器など 1

燃や さ ない 空き カ J 
ビール・ジュース缶、かんずめ缶、
菓子缶など カン・ビンは、別々に袋にヲ、、

み 洋酒びん、調味料びん、コーヒーび」

空き ビン 入れて不燃物のドラム缶に

電ロモヂ言3eE んなど

陶ガ ラ ス 器類
茶わん、皿、花びん、板ガフス、コ

入れてください。

品
スプレー缶u ップなど
穴をあけて

硬いフ。フスチッ 家庭用品、おもちゃ、各種容器など その他、小さい物も袋にい

d髄 ク 類 で硬いもの れて不燃物のドラム缶に入

9り 量?
家庭電化製品

フジオ、扇風機、掃除機など小型の れてください。
もの

家 ァ目て 類
いす、げた箱、鏡台、ァレビ台など

ドラム缶に入らないものは

鍾
小型電買劃品 小型のもの

星雲多 乗 物 類
子供用自転車、二輪車、ベビーカー ドラム缶の横に整理して出

聾却灰
など してください。

Eは氷にぬらしで 桓ガラス・コップ そ 。〉 他 金属製家庭用品、焼却灰など

“出し方についてのお願い"

@燃やすごみは収集日の朝出してください。

電動台所の生ごみは水切りを十分に行ってください。

@ごみ収集箇所は付近の方の迷惑にならないよう利用者で清潔にしましょう。

事収集箇所付近への駐車はしないでください。
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マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

「
年
金
住
宅
融
資
」
で
1

愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

の
割
増
あ
り
)

一
融
資
利
率
}
年
六
・
一
一
五
円
ハ
ト

二
般
貸
付
、
金
融
情
勢
に
よ
り
変

更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

一
返
済
方
法
}
元
金
均
等
返
済
・
元

利
均
等
返
済
の
選
択
が
で
き
る

一
返
済
期
間
一
住
宅
の
種
類
に
よ
っ

て
五
年
か
ら
三
十
五
年

{
受
付
期
間
}
平
成
三
年
十
月
十
一

日
ま
で
(
予
定
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

枠
に
達
し
ま
す
と
締
切
り
ま
す
。
)

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関

ま
た
は
、
(
社
)
愛
媛
県
年
金
福
祉

協
会
一
寸
七
九

0
・
松
山
市
南
堀
端
町

五
番
地
七
・
宮

(O八
九
九
)
四
一

七
六
六
七
ま
で
。

一
利
用
で
き
る
方
一
現
在
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
聞
が
三
年
以

上
あ
る
方
(
国
民
年
金
、
一
号
、
コ
一
号
、

被
保
険
者
期
間
を
含
む
)

{
資
金
の
使
い
み
ち
}
新
築
住
宅
・
マ

ン
シ
ョ
ン
・
建
売
住
宅
、
中
古
住
宅
の

購
入
お
よ
び
増
改
築
な
ど
の
住
宅
改
良

資
金
(
無
抽
選
・
先
着
順
)

{
融
資
金
額
}
所
要
資
金
の
八
十
日
川
ト

以
内
で
、
最
高
一
千
八
百
八
十
万
円
ま

で
(
老
人
・
障
害
者
同
居
と
在
宅
ケ
ア

一一一お知ら せ・水道関係

平成 3年度

個人向け融資受付中

~住宅金融公庫~

住宅金融公庫では、マイホーム新築融資・建売住宅購入

まで行っています。

たとえばマイホーム新築融資で125m'の木造住宅の場合、

(金)受付けを、平成 3年10月11日

融資額は、住宅基本融資額で610万円、特別加算額として、

350万円の融資が利用できます。金利は、住宅基本融資額

が当初10年間5.5~;ト、 11年目以降6.8~九、特別加算額は全

期間6.9~;トの金利となります。返済期間は、 25年以内です。

詳しくは、最寄りの公庫取扱金融機関または住宅金融公

(0878) 25-0511までお問い合せください。ま~庫四国支庖

一軍
一
皆
さ
ん
は
長
浜
町
の
上
水
道
が
ど
こ

-
か
ら
き
て
い
る
か
、
ご
存
じ
で
す
か
っ

一
こ
れ
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介

一
し
ま
す
。

一
第
一
一
回

一
長
浜
町
の

↑
水
道
水
源
は
ど
こ
?

一
私
達
の
使
っ
て
い
る
水
道
の
水
源
は
、

一
柴
白
方
地
区
で
肱
川
の
地
下
水
を
地
下

一
一
一
一
十
六
M
川
の
深
井
戸
四
本
と
十
五
M
川

一
の
浅
井
戸
一
本
か
ら
取
水
し
て
い
ま
す
。

一
¥
¥

「
t
H

の
水

二
日
最
大
取
水
能
力
一
万
双
方

M
U

現
在
、
一
日
平
均
三
千
六
百
双
方
M
川

取
水
し
て
い
ま
す
。

浄
水
場
と

主
な
給
水
系
統
は
?

井
戸
水
は
、
探
井
一
戸
間
か
所
、
浅
井

戸
一
か
所
で
主
な
取
水
位
置
は
白
方
浄

水
場
付
近
で
す
。

ま
ず
、
井
戸
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
は
、

白
方
浄
水
場
で
浄
化
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
急
速
液
過
法
と
い
う
浄
化
法
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
消
毒

さ
れ
た
水
は
送
水
ポ
ン
プ
で
送
水
管

(
口
径
四
百
ミ
リ
)
を
通
っ
て
、
下
平
配

水
池
(
容
量
四
千
立
方
M
川
)
へ
送
ら
れ
、

F 出藍亙E
外|上老松ポンプ場J

上 老 松

さへポ ここ 各
れ送ンなとれ何家
まらプおがらか庭
すれア、でののへ
。、ツ山き取.r)r配

圧プ閉ま水り水
力し地す・にさ
調て域。 浄 現 れ

整 各 へ 化場る

ミ'¥=l を地の 持にわ
J二子 しの取 設行け
W て配水 をけで i

、ノ左プ 配水 見 l 
斤プ は ぱす!
Lf 水池、 る、 。」

|柿の久保第 I配水池I!

出担里山 / 
時元石ヲ五l

匝通l'ie*itIll

旅。〕水
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温
か
い
心
の
通
う

地
域
、
、
つ
く
り

ー
豊
茂
十
伎
の
つ
ど
い
i

八
月
七
日
、
豊
茂
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

夜
の
つ
ど
い
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
母
親
と
子
供
を
中
心

と
し
た
温
か
い
心
の
通
い
あ
う
家
庭
と

地
域
づ
く
り
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
。
子
供
た
ち
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
映
画
・
お
化
け
屋
敷
・
盆
踊
り
な
ど
、

豊
茂
の
夜
を
満
喫
し
た
。

祖
先
の
霊
を
供
養

i
黒
田
地
匡
盆
踊
り

i

八
月
十
六
日
、
黒
田
地
区
で
盆
踊
り

が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
祖
先
の
供
養
の
た
め
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
扇
子
を
ふ
た
つ

持
っ
て
踊
る
ゴ
扇
子
踊
り
。
や
竹
の
先

に
ボ
ン
ボ
ン
を
付
け
て
踊
る
か
ボ
デ
ン

踊
り
u

な
ど
、
口
説
き
に
合
わ
せ
て
大

人
と
子
供
が
一
緒
に
な
っ
て
踊
っ
た
。

4
可

夏の行事を満喫

~出海で子供夏祭り~

8月 4日、出海小学校で出海地

区の三世代交流の事業として、出

海子供夏祭りが行われた。

会場は、ソーメン流し・金魚、す

くい・盆踊りなど、夏ならではの

行事を満 喫しようとたくさんの人

が参加し、三佐代の交流の場を盛

り上げた。

/0ノ丹 A パ

?とぷ手b
~réア

地
域
社
会
に
貢
献

i
老
松
会
が
清
掃
活
動

1

八
月
一
一
十
日
、
上
老
松
の
国
道
付
近
で

老
松
会
の
会
員
約
十
人
が
、
草
引
き
や

空
缶
、
タ
バ
コ
な
ど
の
ご
み
ひ
ろ
い
を

行
っ
た
。

老
松
会
で
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
老
人
ク
ラ
ブ
の
親
睦
・
健
康
の
た
め
、

清
掃
活
動
や
老
人
学
級
の
開
講
、
慰
霊

祭
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

清
掃
活
動
は
、
年
間
十
二
同
行
っ
て

お
り
、
地
域
の
人
々
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

こ
ど
も
達
に
生
の
演
奏
を

ー
え
ひ
め
こ
ど
も
の

た
め
の
音
楽
会
i

涼しい醸のひとと曹を

~沖浦で夕涼み会~

8月17日 、 沖 浦 保 育 所 国 庭 で 夕涼み

会が行われた。

こ れ は 毎 年 、 保 育 所 の 地 域 活 動事業

の一環として行われているもので、か

き氷などの復応や花火大会など、大勢

の人が涼しい夏の夜のひとときを 楽 し

んだ。今では、夏になるとこの会を心

千寺ちにする一時交の人もたくさんいるそ

うで、沖浦の恒例行事のひとつとなっ

ている。

家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
く
/

ー
大
和
で
夕
べ
の
つ
ど
い

i

七
月
一
一
十
日
、
大
和
保
育
所
閏
庭
で

n

タ
ベ
の
つ
ど
い
u

が
行
わ
れ
、
幼
児

か
ら
お
年
寄
り
約
二
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
夕
闇
の
せ
ま
る
ひ
と
と
き

を
家
族
ぐ
る
み
で
楽
し
く
過
ご
そ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
。
一
か
月
も
前
か
ら
準

八
月
十
七
日
、
中
央
公
民
館
で
愛
媛

交
響
楽
同
に
よ
る
、
え
ひ
め
こ
ど
も
の

た
め
の
青
楽
会
が
聞
か
れ
た
。

こ
れ
は
、
こ
ど
も
達
に
生
の
演
奏
を

聞
い
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
の
演
奏
に
こ
ど
も

達

は

聞

き

入

っ

て

い

た

。

官

v

備
に
あ
た
っ
た
お
母
さ
ん
達
は
、
子
供

た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
い

そ
い
そ
と
当
日
を
迎
え
た
そ
う
で
、
オ

モ
チ
ャ
・
た
こ
や
き
・
わ
た
菓
子
ヨ

I

ナ
!
や
お
ば
け
大
会
な
ど
、
子
供
た
ち

の
喜
ぶ
顔
に
お
母
さ
ん
達
も
満
足
そ
う

だ
つ
た
。

4 
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全管
日野全
本輔 z
民宮ィ明
謡事 ι:会
E面車内 手3E
りff!，
大場
金

伊
予
長
浜
豊
年
踊
り
保
存
会
(
豊
山

芳
弘
代
交
一

J

は
、
十
月
十
一
一
-
十
一
二
日

に
三
重
県
で
行
わ
れ
る
第
一
二
十
四
回
伊

勢
神
宮
奉
納
全
日
本
民
謡
踊
大
会
に
出

判
明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
の
大
会
は
、
伊
勢
神
宮
に
全
国
で
な
お
、
出
場
枠
は
次
の
方
々
で
す
ハ

有
名
な
お
同
自
慢
の
民
謡
踊
り
を
奉
納
三
味
線
:
・
藤
同
時

f
・
宮
本
増
憲

す
る
と
と
も
に
、
民
俗
芸
能
振
興
と
郷
尺
八

i
尾
上
賢
一

土
観
光
宣
伝
の
た
め
に
伊
勢
市
で
開
催
太
鼓
。
唄
:
・
芹
岡
英
則

さ
れ
る
も
の
で
、
全
同
か
ら
へ
川
体
が
唄
-
:
川
一
叱
久
、
後
藤
世
紀

出
唱
し
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、
回
以
踊
り
:
・
各
本
栄
-
、
豊
田
芳
弘
、
山
木

代

友

と

し

て

出

場

さ

れ

ま

す

。

巧

、

中

田

圭

助

、

松

本

悦

也

・

1
/

名
前
の
響
き
の
よ
う
に
男
ら
し
く
あ
り
な
が
ら
、

(

拶

海

千

三

」

の

あ

る

人

に

な

っ

て

ほ

し

く

重

?

と

名

付

一

一一一一

X
出

け

ぎ

し

た

。

一
点
比
一

/
Hハ
心
も
体
も
た
く
ま
し
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
、
悔
一

，プ

E
A
1

い
の
な
い
人
生
を
…
治
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

一
一
一
一
一
一
一
内
麗
盤
崩
麟
鞍
騒
¥
で
誤
判
一

事
】
嬬
麟
鶴
欝
臨
輯
翻
麟
購
畑
一
一

J

一
一
一
マ
シ
¥
汗
生

一

、

訟

を

鱒

鱒

欝

鱒

愚

人

一

一

一

三

~γ

日

一
円
以
内
翼
轟

U
J
I
J一に九時??一八一一則一

締
騨
輯

F
f

号
制
〓

V
9
・

一
J49
か

エ

庁

・

麟

輔

融

醸

内

む

陸

バ

…

v

年
一

一
一
一
で
口
理
濁
覇
轟
轟
¥
弘
、
一
一
f

h龍
恥
一

一
一
語
員
』
離
議
山
f
覇
園
襲
撃
議
離
平
一

.
、
万
一
回
「
目
盤
以
降
際
医
霊
瀦
議
麗
翁
鑓
溜
辺
修
E
動
嬰
議
旦
数
潟
宮
繕
居

、
E

:

(

父
H
恵
一
さ
ん
白
ほ
ひ
ろ
み

H
さ
ん
」

一一一一一豊年踊り・一歳です・ふるさとめぐり・お知らせ

全国大会へ出場する伊予長浜豊年踊り

電
話
で
無
料
相
談

「
行
政
書
士

。
番

日
本
行
政
喜
士
会
連
ム
川
え
で
は
、
イ

月
一
刊
の
「
法
の
円
」
に
ち
な
ん
で
、

十
月
一
日
か
ら
五
日
間
、
役
所
へ
抗
出

す
る
書
類
や
、
許
認
司
の
子
続
き
与
に

つ
い
て
電
話
に
よ
る
無
料
相
品
「
行
政

書
士
一
一

O
番
」
を
聞
は
し
ま
す
《

相
λ

川
内
一
谷
は
、
官
公
著
に
抗
出
す
る

占
精
や
、
権
利
義
務
お
よ
び
事
実
証
明

に
関
寸
る
書
勢
。

①
土
地
利
用
に
閉
す
る
業
務
②
建

設
業
五
等
に
閲
す
る
業
務
③
営
業
の

許
可
に
閉
す
る
業
務
④
身
分
上
の
こ

と
に
山
す
る
業
務
⑤
法
人
投
立
に
関

す
る
業
務
一
旬
交
通
事
故
に
関
す
る
業

務
め
自
動
車
に
凶
寸
る
業
務
③
権

利
業
務
に
関
す
る
業
務
⑨
一
事
実
証
明

に
関
す
る
業
務
⑬
公
庫
。
金
融
機
関

へ
市
川
融
資
手
続
き
業
務
な
ど
ご
す
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
県
行
政
書
士
会

習
へ
)
八
九
九
i
四
六
|
一
何
回
四
ま
で
。

開
設
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で
(
上
曜
日
は
正
午
ま
で
)

「一ー一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一'u

言言! - h l 
E! 乞之島 ふ l
語士!緯J還す藤子一る 1

EZ!な ヰ 草 壁 込 フ 京 1
3E!誌野P;;議議ダ i ィ TI
昭 三E 園ゑぷかタ〆欄頼関 J 務総怒ぬふぶ 園 児二コ l 

口与!? 議盤欝 _"'I.o反)I 
l 同道378号の須沢一樹J/1二間にひ 斗 〕子て l
lときわ目¥f.つ大きな岩があり、 <C i 

涜関 iその風貌がライオンの大きな朗 、/ 品 ! 
す!に似ているごとから、ライオン ザ 1J) I ~ 

遠る i岩と呼ばれています。いつぶが、 μE v i 
産紛 i d 

分争!この岩をライオン岩と昨ぴ始め 石 (! 
割 iた か は 不 明 で あ る が 、 そ の 大 き 条目 1
等⑤ iきと風貌には、自然の偉大な不 /ヘ 記Jt ! 

主 雲|思議さにとらわれてしまいま寸じ ~i高 光 j 
r~ ~ I また、この岩の眼下に広がる う子 編 i
¥ニり j眺望は素晴らしく、遠くに沈む 萩h~!

紛 iタi湯を凡ていると、忘れた何か え../ I 
争 iを思い出すようで不思議な気持 i 

通しご之i)三三一一一一一一一一」

無
料
調
停

糟
談
会
の
開
催

大
洲
調
停
協
会

大
洲
調
停
協
会
で
は
、
調
停
相
談
会

を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。
民
事
e

L

父
通

事
故
な
ど
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
た
い
方

は
、
お
気
軒
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
わ

な
お
、
日
科
。
相
談
内
存
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
で
す
。

一
日
時
一
平
成
一
二
年
十
月
一
千
十
四
日

午
前
卜
時

i
午
佼
同
時

一
場
所
一
大
洲
巾
央
公
民
館
三
階
大
ホ
l

レ一
相
談
内
容
}
①
民
事
に
関
す
る
紛
争

②
交
通
事
故
に
関
す
る
紛
争
③
宅
地

建
設
に
関
す
る
紛
争
④
土
地
(
境
界

を
含
む
)
に
閲
す
る
紛
争
⑤
登
記
に

表
札
・
郵
便
受
箱

一
去
設
置
運
動
実
施
中

m

九
月
j
十
月

衣
札
や
郵
便
受
桁
は
、
郵
便
物
を
早

く
正
確
に
お
届
げ
し
、
雨
や
風
か
ら
の

安
全
保
護
の
上
で
役
?
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
郵
侭
受
箱
は
、
町
広
報
、
白
治

会
等
の
文
書
、
新
問
、
一
屯
気
・
ガ
ス
-

L

小
道
の
検
針
表
等
の
差
し
入
れ
に
も
広

く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
生
活
必
需
品
と

も
い
え
る
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
瑳
解
し
て
頂
き
、
長
札

並
ぴ
に
郵
便
受
精
の
設
置
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
局
員
を
装
っ
た
表
札
等

の
訪
問
販
売
業
者
に
は
、
十
分
ご
注
意

下
さ
い
c
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円M

川

N
H
K
学
聞
で
は
、
秋
の
生
涯
学
習

講
座
受
講
ザ
と
高
等
学
粒
尊
攻
科
の
生

徒
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

マ
生
盟
事
醐
園
田
臨
塵
(
通
信
講
座
)

教
益
と
趣
味
を
探
め
る
た
め
の
害
道
、

硬
等
、
俳
句
、
短
歌
、
囲
碁
な
ど
七
十

五
講
座
で
す
。

通

平成 3年 9月10日発行

二 五 5t当三田
衣条，~万ll":::

食 f牛の年三一一
住等イ也三千
ーに 、同九一司上一
食上各 i行革口、応
事つ種合円 二募
、て手計一与←|ー資

宿支 当五期-l:格
舎給が・末初歳}
貸さ職三、 11未十
がち務亙;勤給満八
無壬やか地( 歳
料℃勤月 T三十 ~')、

平成 3年9月号広報ながはま

長

一、.... 瞳園田E

{
申
込
受
付
}
十
月
三
十
一
日
ま
で

V
薗
重
審
事
韓
(
コ
ミ
ユ
二
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
)

高
校
卒
業
後
、
一
↑
年
聞
の
学
習
で

「

N
H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一

の
認
定
資
情
が
得
ら
れ
ま
す
。

{
申
込
受
付
一
十
月
一
1
1
ま
で

カ
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

一T

一
八
六

i
O
一

N
H
K
学
問

e

人
E
五
一
係
(
案
内
書
は
無
料
で
す
c
)

ま

で

盟

(
O四
一
一
五
)
七

A
l
二
二

mu
他
、
被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支

給
ま
た
は
貸
与
き
れ
ま
す
じ

一
そ
の
他
}
任
期
制
隊
員
に
つ
い
て

は
、
特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
任
期
一
一
一
一
年
・
限
上
)
満
了
時
:
・

百
日
(
五
ト
一
万
一
千
一
二
百
円
)

A

任

期
二
二
年
・
海
上
、
航
空
)
満
了
時
:

百
五
十
日
分
(
八

l
万
一
千
円
)
そ
の

後
の
任
期
(
二
年
)
毎
に
、
二
百
日
分
一

七
十
五

U
分

一

詳

L
く
は
、
役
場
住
民
課
ま
た
は
一

円
低
隊
愛
妓
地
方
連
絡
部
(
宮
山
A
i
一

4
1
2
3
)
ま
で

五

田
町
営
住
宅

入
居
者
募
集

九
月
一
二
十
日
ま
で

町
で
は
、
町
営
住
宅
入
居
年
刊
を
次
の

要
領
で
事
集
し
て
い
ま
す
。

一
募
集
住
宅
一

V
小
浦
団
地
二
種
間
戸

(
六
棟
一
一
一
(
〉
一
三
号
、
八
棟
一

O
一
号
、

一一

O
一
号
、
二

O
一一一口一万
)

V
大
和
同
地

一
一
種
こ
戸
二
棟
四

O
一
号
、
一
一
棟
一

O
三
号
」

{
入
居
資
格
一
①
町
内
仁
住
所
又
は
勤

務
場
所
が
あ
る
人
②
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人
⑥
阿
川
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
(
婚
約
予
定
行
も
含
む
)
の
あ
る

人
一
一
爪
身
者
で
も
六
十
歳
以
上
の
男
性
、

五
十
故
以
上
の
女
性
、
身
体
障
害
者
等

は
可
)
④
各
種
持
除
役
の
所
得
の
月
額

が
卜
一
万
五
千
円
以
下
の
人

一
募
集
期
間
}
九
月
十
日
j
三
十
日

{
入
居
時
期
一
イ
月
上
旬

一
計
し
い
こ
と
は
、
役
判
明
殺
務
課
財
政

係
(
宮
五
一
一

1
一
一
一
一
、
有
二

O
一二

一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
什
一
く
だ
さ
い
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
刀

イ主長豊備白
柴

浜 茂生 i竜
7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

上菊玉村大
田地井上野

お
〈
や
み 世計勝幸一

生隆利治弘

長
男
背
太
郎

長

女

愛

一
一
女
智
絵
美

二

女

真

紀

長
女
明
日
希

津

田

寅

夫

亀
岡
恵
美
子

高

石

愛

雄

菊

池

政

繁

笹

田

幸

東

辰

雄

大
野
キ
ミ
コ

赤

城

八

束

イ主
7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢
(
七
六
)

一一八

λ
)

(
八
四
)

(七一一一)

(
八
一
)

(
九
一
ニ
)

暑 い 8月も終り、 9月のpfを

聞くと介風到.'1との季節 P心配の

種が明寸。大1112#三9JJ 1 日正

午 2分前、マグニチュード7.9

の関東の大震災は10力人を践す

死省、当時の令 で55億円に及ぶ

損失は斧国の之院となった。

「災害は忘れた頃に来る lの誌

は現実となって長1[[宥島原雲111，岳

の200年ぶりの大噴火となった。

6 J J J ilに発生した火災流 J土、

仁木場地[えをはじめ近郷を火内

海と化し、死者は ~-)7 人 lこ及んだ。

住民は学校・公民主tlなどに避難

して雑居生活。学校は閉鎖して

夏休みの措置 J 同道は、j-11I1し航

海による連絡仮設住宅の建設

も焼け石にノド。!司会は海外支援

より雲1，111也|ベの急なる対策こそ

if.要伝施策だと州!惑する。 3ヶ

)Jを越える避難生活や生業を失

なって路頭に迷う同胞の悲院を

思うとたまらない。 15日は敬老

の日で敬老者を敬う I1 そ れ に

しても老人問題 は口に余るもの

が fあり、世界ーの長寿国と喜こ

んでもおれまい。 21日lま干火分の

日。祖先企敬まい 111積する組問

の諸問題の解決を願いたいもの。

凶を愛し町を愛してこそ郷土の

活性化や住みよく豊かな町づく

りにつな、がろう。町民あげて情

熱を燃やして欲しし」

長 下沖的白豊沖
柴須

浜 戒?甫積滝茂浦

児
名

一
一
編
集
後
記
監

今
月
号
は
、
一
史
の
行
事
を
一
ア
l
マ
に
編
集

し
て
み
ま
し
た
。
海
の
祭
典
、
町
民
体
育
祭

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
た
模
様

を
数
多
く
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
も
し
か

し
た
ら
あ
な
た
も
紙
面
に
門
家
場
し
て
い
る
か

J
U

。と
こ
ろ
で
九
月
に
人
ゐ
レ
ス
食
援
が
な
い
、

胃
腸
の
調
子
が
悪
い
、
仕
事
す
る
元
気
が
わ

か
な
い
(
私
の
こ
と
か
も
i

)

|

|

こ
れ

は
、
典
型
的
な
夏
ペ
テ
の
症
状
で
す
。

史
パ
一
ア
は
、
高
温
多
溢
に
対
抗
し
て
、

人
体
が
最
適
な
状
態
を
維
持
し
よ
う
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
た
め
に
疲
れ

て
し
ま
っ
た
状
態
で
す
一
〔
夏
パ
テ
克
服

の
決
め
手
は
、
十
分
な
栄
一
交
と
休
養
で

す
。
食
欲
を
増
進
さ
せ
る
ス
パ
イ
シ
!

な
料
埋
、
さ
っ
ぱ
り
酢
の
物
な
ど
、
工

夫
し
て
食
欲
を
回
復
し
て
〈
だ
さ
い
。

休
養
は
、
住
フ
匂
酌
に
ぬ
る
め
の
ふ
ろ
や

ン

ヤ

ワ

1
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
睡
眠

を
と
る
よ
う
に
す
れ
ば
効
栄
的
で
す
り

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
、
皆
さ
ん
も
U十

く
夏
の
疲
れ
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
よ
い
)

数

人口をふやしましょう

7 }]末現在 前月との比較

11，245人 13人減

人 1 1 (男 J ，~(Ì l人) (男14人減)

fて己，981人 女 l人増

世 帯 数 3，732世帯 士曽山kなし

t廿
叩世ロ人


